
第 1 号様式（第27条関係）

お客さま番号 号

年 月 日

第 号
円

・

・

年 月 日

四日市市上下水道事業管理者

申込者 住 所

氏
フリ

名
ガナ ㊞

番

四日市市水道事業給水条例により工事を申し込みます。

四日市市 番（地） 号

住所 番

氏名 ㊞

㊞

㊞

㊞

氏名 ㊞

四日市市上下水道事業管理者

　裏面もごらんください。

給水装置設置場所

申 込 者 代 理 人

承
　
諾
　
書

家 屋 所 有 者

土 地 所 有 者

水道管所有者

年

氏 名

　この水道工事完成のうえは、公道上の給水装置について、四日市市上下水道局に
おいて維持管理等の工事を行うことを承諾します。

月 日

受
付

新　設 増　設

変　更

審査手数料 課長

撤　去
工事申込書改　造

係課長補佐 係長

電話

町

丁目

給 水 装 置

電話

（注） この工事に関して利害関係人があるときは、その同意を得てからお申込みくださ
い。後日、利害関係人その他の者から異議が生じても、当局はその責任を負いま
せん。

住 所

住 所

氏 名

住 所

氏 名

利
害
関
係
人
の
同
意

上記給水工事の施工について、家屋・土地・水道管を使用することを承諾します。
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四日市市上下水道事業管理者

朝夕

 などの最高使用時に水圧低下をきたし水量不足を生じても、四日市市上下水道局には

 一切異議の申し立てをしないことを誓約します。

年 月 日

氏 名 ㊞

四日市市上下水道事業管理者

私宅に設置いたします特殊器具 （ ） 及び

一連の装置の使用については、上下水道局の供給事情又は器具の構造上、その他どのよ

うな障害が発生した場合にも、四日市市上下水道局に対し一切異議の申し立てをしない

なお、器具の故障及び修理については、私が責任をもって修理業者に依頼し処理します。

年 月 日

氏 名 ㊞

① 特殊器具は、水道法に規定する性能基準適合品を使用してください。

非適合品の器具は、給水管に接続できません。

② 特殊器具に関しては、局の管理範囲が接続バルブまでとなっておりますので、

バルブ以下の修理については、販売店又は代理店に依頼してください。

（注）

誓　　　約　　　書

口径が基準以下のため

高 所 へ 給 水 す る た め

新 設

増 設

変 更

 今回私は、給水装置の を申し込みましたが

ことを誓約します。

特殊器具使用についての誓約書

器具名
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お客さま番号 号 住宅地図番号（ 北 / 南 頁 ー ）

　

　住　所

　氏　名

家屋所有者

住所

氏名

土地所有者

住所

氏名

水道管所有者

住所

氏名

口径が基準以下 ・ 高所へ給水

特殊器具 ・ その他（　　　　　　　）

給 円

工 円

計 円

南

・

北

受　　　付

竣　　　工

年　　　月　　　日　　

年　　　月　　　日　　

工

種

新

設

増

設

変

更

撤

去

受
付
番
号

改

造

　給水装置場所

　　四日市市　　　　　　　町　　　丁目　　　番　　　号

指
定
給
水
装
置

工
事
事
業
者

利
害
関
係
人
の
同
意
控

誓
約
書
控

㎥㎥

メータ口径

受 水 槽 高置水槽

粍　番号　　　　　　　　　号　

道路占用許可 国・県・市 号　

負 担 金
(消費税含)

確
認
欄

設　　計 精　　算
審査手数料

係 残 留 塩 素

月　　　日

給水装置工事設計図 （１．申請図　２．竣工図）

㊞
主 任 技 術 者

給水装置工事
資 格者 番号ＶＬＰ ＰＰ

mg/L

付近見取図

氏　　名 ㊞

道路加工図

ＶＰ

課　長 課長補佐 係長

横 断 図

ｍ

ｍ ｍ 東

北

西

南

ｍ

φ

掘削平面図

ｍ

ｍ
ｍ

ｍ

掘削定規

ｍ

ｍ

ｍ
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北

南 指定給水装置工事事業者

×

×

13 ・ 20 ・ 25

13 ・ 20 ・ 25

13 ・ 20 ・ 25

13 ・ 20 ・ 25

13 ・ 20 ・ 25

13 ・ 20 ・ 25

13 ・ 20 ・ 25

13 ・ 20 ・ 25

13 ・ 20 ・ 25

13 ・ 20 ・ 25

13

13

13

13

散 水 栓

材 料 費 小 計

き
ょ

う
類

〃 ニップル

メ ー タ

止 水 栓

水 栓 柱

自 在 水 せ ん （ 横 型 ）

万 能 水 栓

ア ン グ ル バ ル ブ

エ ル ボ

チ ー ズ

ソケット

エ ル ボ

チ ー ズ

ビニルライニング

〃

〃

〃 メ ネ ジ

〃 60 ° ベ ン ト

ライニング鋼管１(ＰＬＰ)

Ｈ Ｉ バ ル ブ ソ ケ ッ ト

ポリエチレン管(ＰＰ)

ビ ニ ル 管 ( Ｖ Ｐ )

〃

〃

〃 直結ソケット

円

金額 数量 金額
円

止 水 栓

Ｂ 型 ユニオンソケット

Ａ 型 ジ ョ イ ン ト

〃 (土かぶり0.6ｍ)

〃

水 栓 取 付 工

（

メ ー タ 止 水 栓

保 護 ナ ッ ト

S ベ ン ド

請 負 工 事 明 細 書 受付番号

品　　　　名

サ ド ル 分 水 栓

形状寸法 単価
数量

〃 オ ネ ジ

申請 2. 竣工 ）

〃　　　　　〃

工　　　種
設　　計 精　　算

サ ド ル 分 水 栓 取 付 工

種　　　　別

口　径 単　位

40～50 （ヶ所）

　　　〃　　　（宅地）

号1.

単価
設　　計

円 円 円

精　　算

数量 金額 数量 金額

 25 （ 〃 ）

13～25 （ヶ所）

〃

　　13 （ ｍ ）

　　20 （ 〃 ）

壁 体 埋 込 工

㎡

件

〃 （ 〃 ）

厚さ10㎝以下 ｍ

件

円 円

運 搬 費 円 円

小　　　　　計

13～25 （ 〃 ）

40～50 （ 〃 ）

（ 〃 ）

13～25 （ ｍ ）

75～300 （ 〃 ）

20～25 （ 〃 ）

13～25 （ 〃 ）

交 通 整 理 員

布設工

　　20 （ 〃 ）

　　25 （ 〃 ）

40～50 （ 〃 ）

 13 （ 〃 ）

 20 （ 〃 ）

40～50 （ 〃 ）

40～50 （ 〃 ）

13～25 （ 〃 ）

40～50 （ 〃 ）

　　13 （ 〃 ）

コ ア 挿 入 工

　　　〃　　　（宅地）

不 断 水 工 掘 削 工

各 種 土 台 は つ り 工

メ ー タ 筺 据 付 工

ｱ ｽ ﾌ ｧ ﾙ ﾄ 舗 装 ｶ ｯ ﾀ ｰ 切 断 工

残 土 処 理 工

〃 (土かぶり0.8ｍ)

〃

〃

(ホームエッチ)

(防食テープ)

布設工 (土かぶり0.2ｍ)

布設工 (ホームエッチ)

(土かぶり0.6ｍ)

〃 (土かぶり0.45ｍ)

〃 (ホームエッチ)

分岐継手取付工（公道）

（ 〃 ）

(はつりを必要としない場合)

分 水 栓 撤 去 工 13～25

ヶ所ソケットＨ Ｉ ビ ニ ル

各 種 土 台 下 越 工

公
　
道

宅
地

露
出
部

設 計 費

水 栓 柱 取 付 工

材 料 費 ＋ 労 力 費

交 通 管 理 費

メ ー タ 筺 調 整 工

ｱ ｽ ﾌ ｧ ﾙ ﾄ 舗装仮復旧工

防食ビニルテープ(青)巻工

〃

道 路 使 用 届

労 力 費

諸 経 費

　　13

円

13～25 （ヶ所）

分水栓取付と同じ

円

ポ
リ
管
継
手
類

（ＤＣＩＰ用はコア付）

請 負 工 事 費

円
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年 号月 日 第
承認年月日番号

給 水 装 置 工 事 主 任技 術者

No.

四日市市上下水道局

電話 354-8363

四日市市堀木一丁目３番18号給水工事承認済

工 事 場 所

申 請 者 氏 名

施 工

指定給水装置工事事業者
電話 －

10 - 5



年 月 日

個

（ ） とは

四日市市上下水道局

四日市市

様

給 水 分 担 金

給水分担金の納入について

110,000

　なお、納入期限内に納入されませんと、給水装置工事の申込みを取消しさせて
いただくことになりますので合わせてお願いします。

　お客様の給水分担金は、下記のとおりですので、納入期限内に納付していただ
くようお願いします。

　このたび、お客様から給水装置取付工事の申込を受けましたが、本市の場合申
込みに伴い取付けメータの口径に応じて、給水分担金を納入していただくことに
なっております。

　上下水道局では、安全・安心な水を安定的に供給するため、多額の費用をかけ
て、水道施設の整備、更新、及び耐震化等を行っています。これは、現在水道を
ご利用されている方だけでなく、これから新しくご利用される方のためにも行っ
ています。
　そこで、この多額の費用の一部を、新しく水道工事を申し込まれた方にも給水
分担金として、ご負担いただくものです。

20 mm × 個数 1

円（消費税等込）

　給水分担金についてのお問い合わせは、上下水道局お客様センター給水審査係
までご連絡ください。（TEL ０５９－３５４－８３６３）

給
水
分
担
金

給水分担金額

給水装置設置場所

内　訳

口径
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年 月 日

四日市市

様

四日市市上下水道局

（申請承認後、約一ヶ月）

円 （ メータ口径 ㎜ × 個 ）

※ 円

円

※ 工事負担金内訳 （申請者が必要な個人給水管の口径より算出）

口径 １ｍ当たりの工事費相当額

円/ｍ　× ｍ ＝ 円

円/ｍ　× ＝ 円

（布設した配水管は、市の所有となります。）

施工概要 m布設する工事です

延長

　貴殿が申込みされた工事場所には、使用水量に応じた配水管が布設されておりません
ので、配水管の改良工事が必要となります。よって、今回整備する配水管の工事費の一
部を工事負担金として負担していただくものです。

　上下水道局では、安全・安心な水を安定的に供給するため、多額の費用をかけて、水
道施設の整備、更新、及び耐震化等を行っています。これは、現在水道をご利用されて
いる方だけでなく、これから新しくご利用される方のためにも行っています。
　そこで、この多額の費用の一部を、新しく水道工事を申し込まれた方にも給水分担金
として、ご負担いただくものです。

納 付 期 限

～給水分担金とは（四日市水道事業給水条例第18条の２）～

給 水 分 担 金

工 事 負 担 金

合 計

　上記のことについては、上下水道局お客様センター給水審査係にお問合せください。
（TEL ０５９－３５４－８３６３）

令和

給水分担金等の納入について

口 径 mmの管を

　このたび、貴殿より給水装置取付工事の申請を受け現地を調査した結果、給水装置設
置に伴い取付けメータの口径に対応した配水管工事が必要となることから、工事負担金
及び給水分担金を納入していただく必要があります（給水条例第18条）。貴殿の給水分
担金及び工事負担金は、下記のとおりですので、納付期限内に納付していただくようお
願いします。

～工事負担金とは（四日市水道事業給水条例第18条の３）～

円／ｍ

0.5
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( ）

令 和 年 月 日

四日市市上下水道事業管理者 様

㊞ ☎

㊞ ☎

３ 階

４ 階

５ 階

1 四日市市

2

①

② 給水装置図面及び高置水槽以下の給水設備図面

③

④ 配水管から 3階 4階 5階 部分給水栓（高置水槽）までの立体図面

水 理 計 算 書

添 付 書 類

給 水 装 置 場 所

位 置 図

氏 名

給 水 装 置 工 事 施 工 指 針 第 ５ 章 「 ３ ～ ５ 階 建 て 直 結 給 水 施 工 基 準 」 に

基 づ き 給 水 装 置 工 事 の 承 認 を 受 け た い の で 、 協 議 を お 願 い し ま す 。

記

建 て 直 結 給 水 協 議 書

様 式 第 １ 号

申 込 者

代 理 人

住 所

氏 名

住 所
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1 新設・改良の区分 □ □

2 建築物の別 □ □ □ □ その他

3 給水戸数及び床面積 戸 ㎡

戸 ㎡

戸 ㎡

戸 ㎡

戸 ㎡

4 １日使用水量 ㎥

5 高置水槽有効容量 ㎥ （日使用量の15～20％）

6

①

㎜ 個

〃 〃

〃 〃

②

㎜ 個

〃 〃

〃 〃

7

㎜

年 月 日測 定 日

測 定 場 所

ＭPa(　　　　kgf/㎠)水圧（昼間使用時）

新　設 改　良

高 置 水 槽 直 送 給 水 方 式

メータ口径

〃

〃

店 舗

事 務 所

装置場所及び配水管

口径・水圧等 配 水 管 口 径

そ の 他

計

給 水 方 式 及 び

メータ口径・戸数 直 結 給 水 方 式

メータ口径

〃

〃

給　水　装　置　の　概　要

戸 建 併用住宅集合住宅

住 宅
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( ）

令 和 年 月 日

四日市市上下水道事業管理者 様

㊞

町 番（地） 号

必要な処置を講じます。

出水不良、その他支障が生じた場合は、貴局の指示に従い自費でもって速やかに

様 式 第 ２ 号

住　所

氏　名

給水装置設置場所

給 水 装 置 所 有 者

当該装置につきましては、当方で責任をもって維持管理に努め、将来万一漏水、

誓　　　　約　　　　書

　このたび、3階 4階 5階 建て直結給水方式を採用いたしたく申請をしましたが、

四日市市
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令 和 年 月 日

㎥ ㎥ ㎥

㎡

㎡

× 人 ＝ L

（有効面積1日使用量） （ ）

㎥ ＋ ㎥ ＝ ㎥

㎥

粍 ＝ ＝

粍 ㎥ ㎥

工 事 事 業 者
審 査 員 ㊞

指 定 給 水 装 置
㊞

主 任 技 術 者

指 定 給 水 装 置

㎥/日

水 道 メ ー タ

ポ ン プ 容 量

摘 要

良
　
否

ボ ー ル タ ッ プ

㎥/日

口　径

㎥／分×60

全 人 員

（ 有 効 面 積 ）

１ 日 使 用 水 量

受水槽の有効容量
1日当り使用水量

1日当り使用時間

（その他1日使用水量）

（ 有 効 面 積 ）

年度

第　　　　　号

有効面積1㎡当り人員 有　効　面　積 人

有 効 面 積

受 水 槽 水 量 計 算 書

施 工 場 所

氏 名

建 築 物 種 類

延 面 積

水 槽 容 量
その他（　　　　）高　置　水　槽受　水　槽

１ 日 全 使 用 水 量

×4～6時間

良
　
否

口　径 １カ月全使用水量１日全使用水量
水 道 メ ー タ
経 済 流 量 範 囲

㎥／時×

ボールタップ又は定水位弁流量

良
　
否

計

１人１日平均使用水量 有効面積・全人員 計

L /人
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令 和 年 月 日 （ ） 天候 業者名

道路新・増

変・撤

～

屋内

屋内

～

道路新・増

変・撤

屋内

道路
～

屋内変・撤

新・増

～

屋内

道路
～

新・増

変・撤

主 任 技 術 者
給 水 装 置 工 事

屋内

道路
～

道路

道路

屋内

新・増

変・撤

　工　　事　　日　　報　

新・増

変・撤

新・増

変・撤

受付番号 工　種　等

～

時 間工 事 場 所 氏　　名
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令和 年 月 日

四日市市上下水道事業管理者

指定給水装置工事事業者

町

丁目

規格 Ａ5

記　入　欄

上 下 水 道 局

道路復旧費

新 設 増 設 変 更 撤 去

受付番号・受付日

メータ口径・番号

検 査 日 時

主 任 技 術 者

給水装置工事

円

円（　　　　　㎥）

給水装置工事検査申請書

給水装置工事が完了しましたので、工事検査を申請します。

四日市市 号番給 水 装 置 場 所

氏名

申 込 者 氏 名

工 種

第 号 令和　　年　　月　　日

審査手数料

分時令和　　年　　月　　日　午前・午後

粍・番号
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令 和 年 月 日

様

㊞

給水装置工事主任技術者 ㊞

下記のとおり給水装置の完成検査を行い、完了したことを報告します。

なお、工事内容の相違又は不適合があった場合、責任を持って改善いたします。

年 月 日

注意　裏面有り

公 道 部 分 の 復 旧

竣 工 図 の 整 合

申 込 者 氏 名

耐 圧 試 験

水 質 確 認

機 能 検 査

給 水 装 置 設 置 場 所

検査項目 検査結果

認 証 品 の 確 認

はい・いいえ・該当せず観察により水質に異常はないか（残留塩素測定値は竣工図に記入）

給水用具の水量、動作状態に異常はないか はい・いいえ・該当せず

はい・いいえ・該当せず給水管及び給水用具等が基準に適合しているか

はい・いいえ・該当せず
所定の水圧による耐圧試験で、漏水及び抜け、その
他の異常はないか（水圧試験実施票を添付）

指定給水装置

工 事 事 業 者

検査年月日

給水装置工事完成検査報告書

受 付 年 度 － 番 号

四 日 市 市 上 下 水 道 事 業 管 理 者

舗装復旧、表示ラインは適切に施工されているか

竣工図は現地と整合しているか

はい・いいえ・該当せず

はい・いいえ・該当せず

クロスコネクションはないか はい・いいえ・該当せず

はい・いいえ・該当せず

土被りは基準以上の深さがあるか はい・いいえ・該当せず

配管後の埋め戻し及び復旧は適切に施工されている
か

配 管

はい・いいえ・該当せず

はい・いいえ・該当せず

はい・いいえ・該当せず

はい・いいえ・該当せず給水用具等の設置は適切か

配水管の水圧に影響を及ぼす恐れのあるポンプに直
接つながっていないか

逆流防止用具の設置、また適切な吐水口空間が確保
されているか

水の汚染防止、防食、防寒等の適切な措置はされて
いるか
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検針、取り替え作業に支障はないか

－ －特記事項

駐車スペースに設置した場合、車の下にならないと
ころか

アパート等では、メータ筺及び蓋の裏に部屋番号を
明示し、その給水先が一致しているか

メータ、メータ止水栓は逆付け、片寄りがなく水平
に取付けられているか

はい・いいえ・該当せず

はい・いいえ・該当せず

はい・いいえ・該当せず

はい・いいえ・該当せず

はい・いいえ・該当せず

検査項目 検査結果

メ ー タ

メ ー タ 筺

設置基準に適合し、水平に設置されているか
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令 和 年 月 日

四日市市上下水道事業管理者

様

年 月 日 までに改善してください。

四日市市上下水道局

水道技術管理者

給 水 装 置 工 事 改 善 指 示 書

令和

竣 工 検 査 の 結 果 、 下 記 の と お り 改 善 必 要 箇 所 が あ り ま す の で 、

指　示　内　容

検 査 担 当 者

受 付 年 度 － 番 号

給 水 装 置 設 置 場 所

申 込 者 氏 名

検 査 年 月 日

給水装置工事主任技術者
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令 和 年 月 日

四日市市上下水道事業管理者 様

印

工事場所（給水装置設置場所）：

確　　約　　書

申込者

住　所

氏　名

給水工事に伴う給水負担金について

四日市市

今般、私が申し込んだ下記場所における給水装置工事について、

本工事による口径変更に伴い、給水負担金の権利が変更後の口径

なお、今後増径工事が発生した場合は、貴市の条例にしたがい、増

となることについて了承します。

径した給水負担金の差額について、納入することを確約します。
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令 和 年 月 日

四日市市上下水道事業管理者 様

印

工事場所（給水装置設置場所）：

なお、この直結給水による水圧低下及び水量不足を生じても、上下水道局には、

一切異議の申し立てをしないことを誓約いたします。

四日市市

誓　　約　　書

今般、私が下記場所に給水装置の新設を申し込みましたが、標高が高いため、

上下水道局から加圧装置設置の指導をうけましたが、当分のあいだ直結給水にて

承認をお願いいたします。

住　所

申込者

氏　名
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令 和 年 月 日

四日市市上下水道事業管理者 様

届出人

住　所

氏　名

１. 給水装置工事場所 四日市市

２. 給水装置工事受付年月日 令 和 年 月 日

３. 給水装置工事受付番号 No.

４. 工　　種 （ ・ ・ ）

５. 指定給水装置

工事事業者名

６. メータ口径 mm

７. 給水装置工事取消の理由

給水装置工事申込取消届

　下記場所の給水装置工事の申込みを以下の理由により取消しいたします。

記

新設 増設 変更

印
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令 和 年 月 日

四日市市上下水道事業管理者 様

指定給水装置工事事業者

住　所

氏　名 ㊞

　標記場所の給水装置工事の一時停止状況について報告いたします。

給 水 装 置 工 事 一 時 停 止 報 告 書

記

年　度 受　付　№ 町 名 番 地 氏　 　名 一 時 停 止 の 理 由

新 設

増 ・ 変

増 ・ 変

新 設

新 設

増 ・ 変

新 設

増 ・ 変
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四日市市上下水道事業管理者 様

令 和 年 月 日

（法人名又は屋号） 印

上記のとおり承諾しました。

（法人名又は屋号） 印

委　　任　　状

私は、都合により（ ）を代理人と定め、

下記の金額の領収（請求及び領収）の権限を委任します。

委任年月日

受 任 者

住　　所

職　　業

電話番号

氏　　名 ㊞

＊

件 名

備 考

氏　　名

委 任 者

㊞

住　　所

金 額

職　　業

電話番号
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令 和 年 月 日

様

住　所

氏　名 ㊞

１.

四日市市 町 番地

№ メータ口径 ㎜

令 和 年 月 日

２.

３.

令 和 年 月 日 令 和 年 月 日 まで

給 水 開 始 日

使 用 延 期 の 事 由

使 用 延 期 の 期 間

から

申請する給水装置

所 在 地

お 客 様 番 号

四日市市上下水道事業管理者

臨　時　用　の　使　用　期　間　延　長　申　請

下記のとおり臨時用の使用期間が１年をこえて必要がありますので、延期を

していただきたく申請します。

記
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令 和 年 月 日

様

住　所

申請者

氏　名 ㊞

給水装置工事場所 四日市市

申請します。

１.

２.

３. 給水分担金 （ 年 月 日納入 ）

￥ （ メータ口径 mm × 個 ）

￥ （ メータ口径 mm × 個 ）

￥

４.

５.

振込先金融機関名 銀行 支店

農協 支所

※ 住　所

氏　名

※ 申請者と口座名義人と異なるときは、委任状を添付すること。

№

給 水 分 担 金

還 付 金 額

令和

工 事 事業 者名

還 付 金 内 訳

納 入 金 額

還 付 理 由

還 付 先

給　水　分　担　金　還　付　申　請　書

受 付 年 月 日
月

記

№日
及 び 受付 番号

指 定 給水 装置

四日市市上下水道事業管理者

上記給水装置工事にかかる給水分担金を下記により還付していただきたく

令和 年

口 座 番 号

口 座 名 義 人
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令 和 年 月 日

様

住　所

申請者

氏　名 ㊞

給水装置工事場所 四日市市

申請します。

１.

２.

３. 工事分担金 （ 年 月 日納入 ）

￥ （ メータ口径 mm × 個 ）

￥ （ メータ口径 mm × 個 ）

￥

４.

５.

振込先金融機関名 銀行 支店

農協 支所

※ 住　所

氏　名

※ 申請者と口座名義人と異なるときは、委任状を添付すること。

口 座 名 義 人

納 入 金 額

工 事 負 担 金

還 付 金 額

還 付 理 由

還 付 先

口 座 番 号

工　事　負　担　金　還　付　申　請　書

還 付 金 内 訳

四日市市上下水道事業管理者

上記給水装置工事にかかる工事負担金を下記により還付していただきたく

記

受 付 年 月 日
年 月 日 №

及 び 受 付 番 号

指 定 給 水 装 置

工 事 事 業 者 名

令和

令和

№
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令 和 年 月 日

様

住　所

申請者

氏　名 ㊞

給水装置工事場所 四日市市

３. 審査手数料 （ 年 月 日納入 ）

￥ （ ）

￥

￥

４.

５.

振込先金融機関名 銀行 支店

農協 支所

※ 住　所

氏　名

※ 申請者と口座名義人と異なるときは、委任状を添付すること。

口 座 名 義 人

既 納 入 金 額変 更 前の 金額

変 更 後の 金額

還 付 金 額

還 付 理 由

還 付 先

口 座 番 号

過　誤　納　金　還　付　申　請　書

還 付 金 内 訳

四日市市上下水道事業管理者

上記給水装置工事にかかる審査手数料を誤納したので還付していただきたく

申 請 し ま す 。

記

１.
受 付 年 月 日

年 月 日
及 び 受 付 番 号

２.
指 定 給 水 装 置

工 事 事 業 者 名

令和 №

令和

№
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令 和 年 月 日

（案）

様

㊞

１．

製品名（製造メーカ）

品番

浄 ・ 活 水 器 等 の 設 置 条 件 誓 約 書

浄・活水器等の下流側の水質については当方の責任で管理します。

浄・活水器等に起因して給水障害等の問題が生じた場合は、当方で責任をもって
解決します。また解決に要した費用は当方で負担し、貴局に対して一切異議申し
立て致しません。

分譲（入居）者には、当方より浄・活水器等の使用上の注意及び誓約書の内容を
説明し、周知徹底を図るとともに、苦情等については当方が責任をもって対応し
ます。

給水装置工事完成検査時に浄・活水器下流側の末端給水栓における遊離残留塩素
が水道法の定める基準に満たさない場合においても、貴局に対して一切異議申し
立てしません。

給水装置工事場所

お 客 さ ま 番 号

給水装置への浄・活水器等の設置にあたり、下記事項を守ることを誓約します。

記

５．当方は、貴局事業には協力し、断水工事等（濁り水等）で浄・活水器等に問題が
生じた場合は、当方で責任をもって解決します。また解決に要した費用は当方で
負担し、貴局に対して一切異議申し立て致しません。

６．所有権に変更が生じた場合は、速やかに貴局へ所有者変更を届けると共に、上記
内容を継承させるよう遵守させます。

２．

３．

４．

四日市市上下水道事業管理者

住　所

氏　名

申請者
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（案） 令 和 年 月 日

様

㊞

四日市市上下水道事業管理者

住　所

申請者

氏　名

スプリンクラー設置に関する承諾書

給 水 装 置 場 所

お 客 さ ま 番 号

スプリンクラーを設置するにあたり下記の条件を承諾します。

記

２．

３．

４．

１．災害、事故及び配水管工事等に伴う断水や水圧低下によりスプリンクラーの性能
が十分発揮されない状況が生じても上下水道局に責任がないこと。

スプリンクラーの火災時以外における作動及び火災時の非作動時については、上
下水道局に責任がないこと。

スプリンクラーが設置された家屋、部屋を賃貸する場合には、前２項のような条
件がついている旨を借家人等に熟知させること。

スプリンクラーの所有者を変更するときは、前３項について譲受人に熟知させる
こと。
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令 和 年 月 日

四日市市上下水道事業管理者 様

印

印

給水装置設置場所（申請箇所）

四日市市

住　所

氏　名

誓　　約　　書

　下記の場所において、現在、宅地造成時に計画された区画割に、各区画１箇所給水管

住　所

氏　名

申込者代理人

申 込 者

を行います。

が引き込みされています。

　本申請箇所は、元々２区画の予定で、給水管引き込みがされているところを、今回１

区画として使用する計画です。本申請箇所には２箇所給水管の引き込みがされています

が、１箇所のみを使用し、残り１箇所については、不要ではありますが、撤去せずに将

来用に残しておく意向です。

　なお、残しておく給水引込管については、今後、道路分も含め、私が一切の維持管理



許 可 申 請

書 新 変 四日市市道管第         号ー

協　　 　　議 規 更 　　　　　　　年　　　　月　　　　日

　　　　　　　年　　　　月　　　　日

四 　日 　市 　市 　長

〒

住所

ﾌﾘｶﾞﾅ

氏名 印

担当者

第32条　　　　　　　 許可を申請 ℡

第35条　　　　　 協　　　　議

路線名　市道

四日市市

地先

昼間のみ

　・全面通行止め ・片側交互通行

昼夜間

　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　迂回路　　 交通誘導員設置

　　危険防止対策 その他（　　　　　　　　　　　　　）

ア　位置図　　　　イ　平面図　　　　ウ　構造図

エ　縦横断図　　　オ　現況写真　　カ　地元説明報告書

　　掘削長さ　　　　　　　　　掘削巾　　　　　　　　　掘削深　　　　　　　　　掘削面積　　　　　　　　　路面の別

　　　ｍ　　　　　　　　　　　　　ｍ　　　　　　　　　　　　ｍ　　　　　　　　　　　　　ｍ　　　　　　　　　　　　　・舗装道

　　　　．　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　 　　・砂利道

記載事項

1.　許可申請　　　　　第32条　　　　　許可を申請

　　協　　　議　　　　　第35条　　　　　協　　　　議　　　については、該当するものを○で囲むこと。

2.　新　　　変　　　　については、該当するものを○で囲み、変更の場合には、従前の許可書または回答書の番号及び

　　規　　　更　　　　年月日を記載する。

3.　申請者が法人である場合には、「住所」の欄には主たる所在地、「氏名」の欄には名称及び代表者の氏名を記載する

　　とともに「担当者」の欄に所属・氏名を記載すること。

4.　「場所」の欄には、地番まで記載すること。占用が２以上の地番にわたる場合には、起点と終点を記載すること。

　　「車道・歩道・その他」については、該当するもの○で囲むこと。

5.　変更の許可申請にあたっては、関係する欄の下部に変更後のものを、上部に変更まえのものを（　　）書きすること。

6.　「添付書類」の欄には、道路占用の場所、物件の構造等を明らかにした図面その他必要な書類添付した場合にその

　　書類名を記載すること。

7.　本申請書を３部(添付書類も含む)提出のこと。（提出先・四日市市役所　道路管理課　管理係　℡354-8209、8210）

車道・歩道
その他（　　　　　　　　　）占 用 の 場 所 場

所

道 路 占 用

道路法 　　　の規定により 　します。

占 用 の 目 的

名　　　　称 規　　　　　　　　　　　模 数　　　　　　量

占 用 物 件 占用の長さ（ｍ） 占用巾（外径）（ｍ） 本数(本）又は面積（㎡）

・申請者にて原形復旧
・舗装先行 添付書類

備
　
考

　　　　　　　　年　　月　　日から
　　　　　　　　年　　月　　日まで

占用物件
の構造占 用 の 期 間

工
事
実
施
方
法

通行止
めの形
態及び
措　置

工 事 期 間

許可の日から　　　　　日間

または

　　年　　月　　日から
年　　月　　日まで

道路の復旧
方　　　　法
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提出先　四日市市長

１．説明の相手方、場所及び日時

（１）相手方

（２）場　所

（３）日　時 年 月 日 午前 午後 時 分

２．説明内容

上記の内容に相違ありません。

自治会長 印

氏名 印

地元説明報告書

この申請について、周辺の道路に関して、下記の通り地元に説明を行いましたので、

報告します。

説明の相手方　　

申　請　者　　　　
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様式第五（第四条の関係）

新 更 変

規 新 更 年 月 日

道路占用 書 年 月 日

道路管理者

三重県知事 様

年 月 日 から

間

年 月 日 まで

年 月 日 から

間

年 月 日 まで

備　　　考

※ 添付書類 位置図（住宅地図可・位置を朱入れすること。）

前回許可書のコピー

現況写真2部（占用箇所がわかるように朱入れすること。）

※ 『申請者住所』については、〒・☎まで、『占用場所』については番地まで正確に記入

すること。

記載要領
１. 「許可申請 「第３２条 「許可を申請

　協 　議」、 　第３５条」 　協　　議」

２. 新 更 変 　については、該当するものを○で囲み、更新・変更の場合には、従前の許可書又は回答書の番号及び年月日を

規 新 更 　記載すること。

３.

４. 「場所」の欄には、地番まで記載すること。占用が２以上の地番にわたる場合には、起点と終点を記載すること。

「車道・歩道・その他」については、該当するものを○で囲むこと。

５. 変更の許可申請にあっては、関係する欄の下部に変更後のものを記載し、上部に変更前のものを（　）書きすること。

６. 「添付書類」の欄には、道路占用の場所、物件の構造等を明らかにした図面その他必要な書類を添付した場合に、その書類を記載

すること。

占 用 の 目 的

担当者

TEL

E-mail

許可申請
協　　議

住　所

氏　名

〒

します。
許可を申請
協　　　議

の規程により
第３２条
第３５条

道路法

工 事 の 時 期

占 用 の 場 所

占 用 の 場 所

占 用 の 期 間

車道・歩道・その他

数　　　量規　　　模名　　　称

路線名

場　所

占 用 物 件 の 構 造

工 事 実 施 の 方 法

もに、「担当者」の欄には所属・氏名を記載すること。

及び については、該当するものを〇で囲むこと。

申請者が法人である場合には、「住所」の欄には主たる事務所の所在地、「氏名」の欄には名称及び代表者の氏名を記載するとと

添 付 書 類
道 路 の

復 旧 方 法
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☎

主地 線

国道 号 －地 線

市 市

町村 町 地内 ～ 町村 町 地内

令和 年 月 日から 変 理由

令和 年 月 日まで 更 令和 年 月 日

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｏ

Ｐ

そ　　の　　他

　Ｗ＝　　　　　ｍ           Ｗ＝　　　　ｍ

　良　・　否 　　　　　良　・　否

　良　・　否　（Ｈ＝　　　　ｍ） 　　　　　良　・　否

　ｔ＝　　　cm 　　　　　良　・　否

ｵ ｰ ﾊ ﾞ ｰ ﾚ ｲ ( Ｗ ＝ ｍ 全 幅 )           Ｗ＝　　　　ｍ

　Ｗ＝　　　　　ｍ           Ｗ＝　　　　ｍ

　ｔ＝　　　cm 　　　　　良　・　否

　有　・無 　　　　　良　・　否

　ｔ＝　　　cm 　　　　　良　・　否

　　　　　良　・　否

　有　・無 　　　　　良　・　否

　有　・無 　　　　　良　・　否

上 層 路 盤

他施設との隔離距離

基 層 工

表 層 工

防 塵 舗 装

縦 断 施 工 巾

横 断 施 工 巾

ラインの調査と復旧はＯＫか

上層路盤は地山へ掛かっているか

下層路盤と埋戻し境の明示

下層路盤は地山へ掛かっているか

道　路　占　用　チ　ェ　ッ　ク　リ　ス　ト

（　申請及び完成時共通　）

申 請 者 名　称

責 任 者 責任者

申 請 時 チ ェ ッ ク 欄 完 成 時 チ ェ ッ ク 欄

成 形 目 地 材

１　：　０ 　　　　　良　・　否

　有 ・ 無（申請者へ連絡　末・済） 　　　　　良　・　否

　Ｃ－４０

ガ ス ・ 水 道 ・ 下 水 道 ・ Ｎ Ｔ Ｔ ・ 中 電 ・ そ の 他 （ ）

埋 戻 し 材

下 層 路 盤

Ｌ ・ Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ ・ Ｄ ・ 歩 道 施 工 縦 断 施 工

そ の 他 事 業 関 連 ( ) 位 置 横 断 施 工

埋 設 深 さ

掘 削 勾 配

　車道・歩道から　　　　　　　ｍ 　　　　　良　・　否

　　　　　良　・　否

　ｔ＝　　　cm

整 理 番 号 又 は

許 可 番 号

路 線 名

舗 装 復 旧 区 分

占 用 期 間

占 用 物 件

占 用 場 所

－－
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　上記、民家の新築に伴う給水装置工事の申込みがあった為に

県道の道路敷占用掘削許可願を提出します。

　場　所

　氏　名

理　由　書
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第３号様式（第５条関係）

年 月 日

道路管理者　三重県知事 宛て

〒 ―

住所

氏名

担当者

ＴＥＬ （ ）

（規格Ａ４）

添 付 書 類

備考

承認書（写し）、許可書（写し）、施工完成写真、その他必要な書類

月 日

月 日年
施工承認（占用許可）
工事期間

工事着手（占用開始、
現状回復）日

工事完成（占用完了）
年月日

年

年

-

年

日

月 日 ～

月

工事（占用）の目的

施行承認（占用許可）
年月日及び施工承認
（占用許可）番号

年 月 日 三重県指令 第 号-

現 状 を 回 復 し た

路 線 名

場 所
施行（占用）場所

歩道・車道・その他（　）　　

道路 届

次のとおり道路の ので届け出ます。

承認工事を着手する
承認工事が完了した
転 用 を 開 始 す る
占 用 が 完 了 し た

承認工事着手
承認工事完成
占 用 開 始
占 用 完 了
原 状 回 復
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（三重県様式）

施工場所：

埋設物の有無 施工に関する意見等

管種等

有・無 径（ｍｍ）

埋設深（ｍ） ～

計画あり 確認年月日 令和　　　年　　　月　　　日

担当者名

管種等

有・無 径（ｍｍ）

埋設深（ｍ） ～

計画あり 確認年月日 令和　　　年　　　月　　　日

担当者名

管種等

有・無 径（ｍｍ）

埋設深（ｍ） ～

計画あり 確認年月日 令和　　　年　　　月　　　日

担当者名

管種等

有・無 径（ｍｍ）

埋設深（ｍ） ～

計画あり 確認年月日 令和　　　年　　　月　　　日

担当者名

管種等

有・無 径（ｍｍ）

埋設深（ｍ） ～

計画あり 確認年月日 令和　　　年　　　月　　　日

担当者名

管種等

有・無 径（ｍｍ） ～

埋設深（ｍ） 令和　　　年　　　月　　　日

計画あり 確認年月日

担当者名

工事予定年月日 　　年　　月　　旬　～　　　年　　月　　旬　

電
気

電
話

確認依頼者名 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話       -     -     

工事内容（工事名）

ガ
ス

道路占用工事（掘削）埋設物確認票

路線名：

埋設物の状況等

上
水
道

下
水
道
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三重県四日市建設事務所長　あて

下記のとおり報告します。

工事箇所が複数ある場合は、近くなら路線名・地名の後に「他」を付けてく
ださい。離れている場合は、こちらから指示します。

三重県指令四建第 ‐　　‐　　号

通 行 制 限

至　令和　　年　　月　　日

自　令和　　年　　月　　日

許可年月日 及
び 番 号

できるだけ通行が制限される期間のみを記入してください。

全面通行止・大型車通行止・片側交互通行・徐行・車線規制・車線変更・歩
道通行止・歩道規制等 該当するものを記入してください。

危険防止対策・標識設置・交通整理員配置・迂回路・仮橋等 該当するもの
を記入してください。

 発注元
　責任者
　連絡先

施工業者
　責任者
　連絡先

℡℡

令和　　年　　月　　日

位置図又は平面図、許可書写、安全対策状況図（全面通行止の場合、迂回路図）添 付 書 類

補
足
説
明

路 線 名
位 置

工 事 期 間

通 行 制 限

道路交通に
対する処置

道 路 交 通 障 害 報 告

令和　　年　　月　　日

報告人

(許可受者)

(住所)

(TEL)

(氏名)

記

地内

工 事 及 び
障 害 期 間

連 絡 先 及 び
責 任 者 名

日間の期間中　　　日程度

路　線　名

　　　　　　　　　　　　　　工事実施予定時間　　　　：　　～　　：

□土曜休工　□日曜休工　□祝日休工　□ 開放期間あり（　　/　 ～　　/　 ）

位置

(通行止の場合)　□開放期間あり（　　/　 ～　　/　 ）　□なし

理 由 及 び
工 事 方 法
の 概 要

道路交通に 対
す る 措 置
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令 和 年 月 日

国土交通省　中部地方整備局長　殿

の

占　用　目　的

名称

構造

道路占用工事計画書

　道路法３２条第１項の規定による許可を受けたいので、同法第３６条第１項の規定に

より次のとおり工事計画書を提出します。

工作物

氏 名

住 所

担 当 者 氏 名

（連絡先）ＴＥＬ

数量

設置する 物　件

施　設

名 称 及 び 構 造 数 量

占　用　場　所
地先

一般国道 号 下り

自

至

令 和 年 月 日

上りＫp

道路の復旧方法

日

日間工　事　期　間

工事の実施方法

令 和 年 月
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１. 計画概要書

２. 位置図

３. 平面図

４. 縦断図、横断図

５. 詳細図

６. 施工方法、交通処理図

７. その他参考図書

８. 写真

道路占用計画書添付図書
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設備事故防止管理者緊急連絡先リスト

電話番号

（緊急時）

設備事故防止
管理者

FAX番号 備考発注者 工事名 路線 工事場所 工期 請負者
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施工場所： 号 Kp

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

上記地下埋設物は、別紙図面のとおりです。

令 和 年 月 日

三重河川国道事務所長 殿 　 （ ） －

道路占用工事（掘削）埋設物確認表

ガ　　ス

水　　道

下  水  道

電気ケーブル

〃

電話ケーブル

埋設物の有無 埋設深 物件の規模 備　考施工に関する意見
打合せ年月日

所属・担当者名

㊞

㊞

㊞

㊞

㊞

㊞

㊞

㊞

申　請　者

㊞

㊞

電　　　話

工事責任者 ㊞

㊞

10 - 41



第 号

令 和 年 月 日

国土交通省中部地方整備局

三重河川国道事務所

四日市国道維持出張所長 殿

：

：

（担当者）

令 和 年 月 日付国部整三重道一管第 号で許可（回答）の

あった道路占用工事は、下記のとおり着手しますのでお届けします。

１． 一般国道 号 Kp

地先

２． 令 和 年 月 日

～ 令 和 年 月 日

３．

場 所

着手予定年月日

道路占用工事着手届

住　所

氏　名

Tel

印

記

（この届書は着手３日前までに出張所に提出すること。）

（工事責任者）

名　称

Tel

工 事 責 任 者
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第 号

令 和 年 月 日

国土交通省中部地方整備局

三重河川国道事務所

四日市国道維持出張所長 殿

：

：

（担当者）

令 和 年 月 日付国部整三重道一管第 号で許可（回答）の

あった道路占用工事は、下記のとおり完了しましたのでお届けします。

１． 一般国道 号 Kp

地先

２． 令 和 年 月 日

※ この届出には着手前写真、着手後写真を添付すること。

交通規制状況（保安施設）も同様に写真を添付すること。

場 所

完 了 年 月 日

道路占用工事完了届

住　所

氏　名 印

Tel

記
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第５号様式（第５条）

令 和 年 月 日

※

規格 Ａ4

施設用地使用等許可申請書

四日市港管理組合管理者　宛て

（内工作物設置面積

（別紙図面の場所）

申  請  者

使 用 目 的 及 び

使 用 場 所

工 作 物 の 名 称

平方メートル）

次のとおり〔施設用地（継続）使用、工作物（継続）設置・改良〕したいので許可の申請をします。

・この様式は、施設用地（継続）使用、工作物（継続）設置・改良に係る申請において使用する
　ものとする。

この申請書、添付図書類（位置図、平面図、求積図、設計図、工事仕様書等）は２部提出のこと。

住　所

氏　名

番 号

令和　　年　　月　　日から令和　　年　　月　　日まで　　　日間使 用 期 間

工 事 期 間

使 用 料

令和　　年　　月　　日から令和　　年　　月　　日まで　　　日間

既 許 可 年 月 日

使 用 面 積 又 は 数 量

平 方 メ ー ト ル

メートル
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第７号様式（第５条）

令 和 年 月 日

四日市港管理組合管理者 宛て

令 和 年 月 号で許可になりました

（ )工事は、 令 和 年 月 日から着手しますので

届け出ます。

※

※ 担 当 者

工　事　着　工　届

使用者

住　所

氏　名

連 絡 先

日付 管第
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第８号様式（第５条）

令 和 年 月 日

四日市港管理組合管理者 宛て

㊞

令 和 年 月 号で許可になりました

（ )工事は、 令 和 年 月 日にしゅん工しましたから

届け出ます。

工　事　し　ゅ　ん　工　届

住　所

氏　名

日付 管第

使用者
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第 号

令 和 年 月 日

三重県企業庁

北勢水道事務所長 様

四日市市堀木一丁目　３番１８号

四日市市上下水道事業管理者

１.

２. 地 内

３. 自 令 和 年 月 日

至 令 和 年 月 日 （予定）

４. Ｌ ＝ ｍ

５. （１） 位置図 （２） 平面図・横断図・工法図

（３） 写　真

６. 係

四水客セ

担当者担当課

電　話

添 付 書 類

工 事 内 容

工 事 担 当 者

四 日 市 市

配 水 管 φ

工　事　施　工　協　議　書

記

下記のとおり工事を施工したいので関係書類を添えて協議します。

工 事 名

工事施工箇所

工事施工期間
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警察署長　　殿

第　　　　　　　号

印

 年　　　月　　　日

方 法 又 は 形 態

添 付 書 類

　　 　年　　月　　日　　時から　　    年　　月　　日　　時まで

現 場
責 任 者

住　所

氏　名

氏名

申請者

別記様式第六（第十条関係）

道 路 使 用 許 可 申 請 書

年　　　　月　　　　日

住所

　　合に、その書類名を記載すること。

４　用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４番とする。

道路使用の目的

場 所 又 は 区 間

期 間

警　察　署　長

　　２　方法又は形態の欄には、工事又は作業の方法、使用面積、行事等の参加人員、通行の形態又は

備考１　申請者が法人であるときは、申請者の欄には、その名称、主たる事務所の所在地及び代表者の

　　　氏名を記載すること。

　　　方法等使用について必要な事項を記載すること。　　　　　　　　　　　　　      　　

　　３　添付書類欄には、道路使用の場所、方法等を明らかにした図面その他必要な書類を添付した場

電　話

道　路　使　用　許　可　証

　上記のとおり許可する。ただし、次の条件に従うこと。

条 　件
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この申請について、同意します。

令 和 年 月 日

四日市市

自治会長 印
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消防署長

届出者

　備考　１　この用紙の大きさは、Ａ４とすること。

　　　　２　法人にあってはその名称、代表者氏名及び主たる事務所の所在地を記入すること。

　　　　３　工事区域及びうかい路の図面を添付すること。

　　　　４　※印欄は、記入しないこと。

工 事 予 定 日 時

住　所

（電話　　　　　　　　　　　）　

第14号様式（第11条関係）

道　路　工　事　届　出　書

年　　月　　日　

氏　名

自　　令和　　　　年　　　　月　　　　日　　　　　時

至　　令和　　　　年　　　　月　　　　日　　　　　時

　四日市市　

※　受　　付　　欄 ※　経　　過　　欄

路 線 名 及 び
工 事 箇 所

工 事 内 容

通行障害の程度

現場責任者氏名

その他必要な事項
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　　第１号様式

年 月 日

　四日市市上下水道事業管理者

設置者

（TEL） （FAX）

小規模貯水槽水道を設置しましたので、次のとおり届け出ます。

〒

地上　　階・地下　　階 年 月 日

集合住宅（ファミリー　　戸・ワンルーム　　戸）、寮、社宅、

事務所、店舗、学校、病院、ホテル、工場、その他（　　　　）

〒 住所

（管理担当者）

℡

〒 住所

及び代表者 ℡

㎡ 基

㎡ 基

  位置図・平面図及び配管図

（添付図面）

給
水
設
備
の
概
要

施　工　業　者

　　有　・　無

ビニルライニング鋼管・鋼管・ステンレス鋼管・ビニル管・その他（　　　　）

有無

有・無

有・無

受 水 槽

高 置 水 槽

直 結 水 栓 の 有 無

配 管 の 材 質

有効容量 設置数 材質

ＳＵＳ・ＦＲＰ・鋼製・
ＲＣその他（　　　　　）

ＳＵＳ・ＦＲＰ・鋼製・
ＲＣその他（　　　　　）

住 所

設置場所

屋内・屋外

屋内・屋外

形式

地下・地上

地下・地上

印

（管理者）名称

小規模貯水槽水道設置届

フリガナ名称

所在地

建　物

階　数 設置年月日

用　途

建物の
概　要

自主管理

委託管理

建物の
管　理
携　帯

氏 名

又 は 名 称

及 び 代 表 者
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　　第２号様式

年 月 日

四日市市上下水道事業管理者

設置者

（TEL） （FAX）

下記のとおり小規模貯水槽水道の届出事項に変更を生じましたので、届け出ます。

2 四日市市

3

4 令和 年 月 日

5

及び代表者

小規模貯水槽水道届出事項変更届

変 更 理 由

記

フ リ ガ ナ

建 物 の 名 称
1

建 物 の 所 在 地

変 更 事 項

変更前

変更後

変 更 年 月 日

住 所

氏 名

印又 は 名 称
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　　第３号様式

廃止

休止

年 月 日

四日市市上下水道事業管理者

設置者

（TEL） （FAX）

しましたので、届け出ます。

四日市市

令和 年 月 日

小規模貯水槽水道

4

届

下記のとおり、小規模貯水槽水道を

理 由

廃　止

休　止

建 物 の 所 在 地

年 月 日

記

フ リ ガ ナ

施 設 の 建 物 名 称

3

住 所

氏 名

印又 は 名 称

及び代表者

2

廃 止

1

休 止

廃 止

休 止

廃 止

休 止
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